
 

 
 
 
 

 
 
 

「おはようございます」から始めよう 

 

校 長 海江田 なぎさ  

 

旧年中も、保護者・地域の皆様には、さまざまな形

で本校の学校教育活動に御理解・御協力をいただき、

ありがとうございました。 

 

昨年もいろいろな出来事があり、それらの問題点の

多くは「分断」という言葉で説明されています。ＳＮＳ

を開けば、自分が知りたい情報（自分と同じ考えや指向

の人の発信する情報）はどんどん入ってくるけれど、知りたくない情報はいくらでもブロッ

クできます。「分断」は遠い国の話ではなく、自分の身近にあることに気づきます。 

いろいろな人が、それぞれの立場で「分断」を乗り越えていくことの必要性について語っ

ています。私も、今、できること、やるべきことはなんだろうと考えました。そして、巡り

巡って、「大久保中学校で、あいさつできる生徒を育てること」と、たどり着きました。 

自分と違う人の存在や立場を認められるようになるために必要なのは、「相手の気持ちや

立場を想像する力」であり、互いに分かり合おうとする「開いた心」です。あいさつするこ

とは、「私は、あなたがここにいることを分かっています（認めています）。」と意思表示す

ることであり、さらに、「互いに分かり合いましょう。」というメッセージを相手に送ること

です。そして、あいさつを返すことは「ありがとう。私も、同じ気持ちです。」というメッ

セージを返すことになります。「おはよう」「こんにちは」とあいさつし合うことは、とても

シンプルですが、認め合い、分かり合おうとする行為の第一歩であると考えます。 

だから、生徒から、さらにたくさんの「おはよう」「こんにちは」を聞かせてもらえるよ

うに、今年も、大人から進んで声をかけていきます。 

 

３学期は、年度のまとめの学期であると同時に、「次の学年（３年生は次のステージ

へ）の０学期」とも言える大切な学期です。今学期も、保護者・地域の皆様の御理解・御

協力を賜りながら、充実した教育活動を目指してまいります。今年も、どうぞよろしくお

願いいたします。 
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荒川総合運動公園から望む富士山
ね。 


